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Ⅰ．  概   要 
 
 

当財団が設立後、事業を開始して以来 11 年が経過した。これまで日本政府、及び関係経済

団体のご協力と日本側企業の多大のご支援により、年毎に事業の成果が上がってきたと思わ

れる。この 11 年間で当財団の研修・研究事業、セミナー等を受講した人数は約 4,400 名、ま

た生産性向上協力事業等を実施した企業数は約 340 社になる。 
財団活動に対しては、年を重ねる毎に、改めてその役割が認識され、今後の活動も期待さ

れている。日韓両国政府や、関係者から良い評価を頂いて来たが、また事業に参加した韓国

企業の社員や研修生からも、講師・専門家の助言や、研修内容が大変有益であったと感謝さ

れている。 
これまでも度々言われて来たことであるが、韓国経済を下支えとなるべきいわゆる部品・

素材産業の成長が未だ十分でないために、資本財、部品等の供給の大半を日本や米国に依存

せざるを得ない経済環境と産業構造が大きく変わっていないため、対日赤字は依然として減

少しておらず、引続き韓国の中堅・中小製造業への更なる育成・強化が必要とされている。 
平成 15 年度は、基本財産の運用益の外に、政府からの拠出金 3.1 億円（外務省 1.08 億円、

経済産業省 2.02 億円）を得て事業を実施した。 
 
１．当年度中、理事会 2 回、評議員会 2 回を開催し、財団運営の重要事項について審議、議

決を行った。 
 
２．平成 15 年度第 1 回理事会で承認された平成 15 年度事業計画に従い下記事業を実施した。 

(1) 産業技術人材育成事業 ････････････････････････ 5 事業 
(2) 韓国産業生産性向上協力事業 ･･････････････････ 3 事業 
(3) 産業技術交流事業 ････････････････････････････ 4 事業 
(4) 調査広報事業 ････････････････････････････････ 4 事業 

 
３．日韓両財団の共同事業 

経営管理研修、先進技術者企業研修、品質管理･工業標準化研修、技術者専門研修

〔KITA〕、専門技術者派遣、生産性向上短期コンサルティング、産業技術交流促進ミッ

ション受入れ、官民若手(オピニオンリーダー)交流、産業国際競争力向上セミナーの 9 事

業を実施した。 
 
４．(1)日韓両財団第 10 回連絡協議会を平成 15 年(2003 年)4 月 25 日韓国大邱市にて開催した。 
  (2)日韓両財団第 11 回連絡協議会幹事会を平成 15 年(2003 年)5 月 22 日ソウルにて開催した。 
 

以上が、平成 15 年度の概要である。 
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Ⅲ．  評 議 員 会 

 

 

 今年度は２回の評議員会を開催、互選の結果、第１回評議員会は村上弘芳評議員、第２回評

議員会は下出道雄評議員が議長となって議題を審議し、表決が必要な事項については、すべて

原案どおり異議なく承認された。各評議員会の概要は以下のとおりである。 

 

１．平成１５年度第１回評議員会 

  平成１５年６月１６日（月） 午後３時００分～３時３０分 

  経団連会館 １１階 （縄 文） 

  出席者 ２３名 （内訳：評議員本人 ４名、表決委任 １９名） 

  欠席者  １名 

    〔評議員総数 ２４名〕 

   

  〔審議事項〕 

①平成１５年度事業計画(案)について 

②平成１５年度収支予算(案)について 

  〔報告事項〕 

①平成１４年度事業報告について 

②平成１４年度収支決算報告について 

 

２．平成１５年度第２回評議員会 

  平成１６年３月２５日（木） 午後３時００分～３時３０分 

  経団連会館 １１階 （大 和） 

  出席者 ２０名 （内訳：評議員本人 ３名、表決委任 １７名） 

  欠席者  ４名 

    〔評議員総数 ２４名〕 

 

  〔審議事項〕 

    ①平成１６年度事業計画(案)について 

②平成１６年度収支予算(案)について 

  〔報告事項〕 

①事務所移転について 

②役員の在任年齢に関する規定について 

③その他 

 

以 上 
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Ⅳ．  主 要 事 業 活 動 
 
 
 平成１５年６月１６日の理事会及び評議員会で承認された事業計画に従い下記事業を実施し

た。（主な事業の詳細は５頁以下参照） 
 

【共同】：韓日財団との共同事業 
 
１． 産業技術人材育成事業 

(1) 経営管理研修 【共同】 
(2) 先進技術者企業研修 【共同】 
(3) 品質管理･工業標準化研修 【共同】 
(4) 技術者専門研修 【共同】 
(5) 理工系大学院生（ウィンターインスティテュート） 

 
２． 韓国産業生産性向上協力事業 

(1) 生産性向上モデル企業育成 
(2) 専門技術者派遣 【共同】 
(3) 生産性向上短期コンサルティング 【共同】 

 
３． 産業技術交流事業 

(1) 産業技術交流促進ミッション 【共同】 
(2) 官民若手交流事業 
(3) 地域間各種交流事業支援 
(4) 部品・素材産業活性化事業 

 
４． 調査広報事業 

(1) 産業国際競争力向上セミナー 【共同】 
(2) 各種委託調査 
(3) 各種広報事業 

a． 両国財団シンポジウム 
b． 財団広報事業 

 
 

 

 

 

 

 5



JKF2003(H15)事業報告書 

1．産業技術人材育成事業 

事業名 （１）経営管理研修                         【共同事業】 

事
業
内
容 

韓国中堅・中小企業の中間管理職を日本に招聘し、専門家の講義及び関連の工場見学を行う

ことにより、中間管理職として必要な企業管理技術全般の研修を行う。 

実 
 

施 
 

状 
 

況 

 
１． 研修期間 
  第一班：２００３年 ７月２１日～ ８月 ２日（１０名参加） 
  第二班：２００３年 ９月２２日～１０月 ４日（１０名参加） 
  第三版：２００３年１０月２０日～１１月 １日（１０名参加） 
 

２．研修内容 
（１）講義 

    ①「日本の中小製造業の現状と生き残り戦略」 
    ②「事例報告：元気な企業の経営戦略」 
    ③「人材をどう活用するか」 
    ④「成功させる新分野進出、事業展開戦略」 

（２）工場見学 
    ①（株）湯川鉄工所  ⑦（株）ウチダ      ⑬（株）開発技研 
    ②  大器機械（株）  ⑧ ファナック（株）   ⑭ 夏目光学（株） 
    ③（株）吉岡精工   ⑨ 日進精機（株）    ⑮（株）ウスイ 

④（株）タクマ精工  ⑩（有）桔梗精機製作所 
⑤ 高周波精密（株） ⑪ 飯伊地場産業振興センター 
⑥ 堀越精機（株）  ⑫ アジア電子工業（株） 
 

３．研修生派遣企業 
 

１．世向産業（株） １６．ADP Engineering Co. Ltd 
２．Samjung Signode Inc      １７．DK Faurecia Industrial Co. Ltd 
３．（株）三信技研 １８．泰昌精工（株） 
４．（株）韓澤 １９．泰成ゴム化学（株） 
５．Nara Controls Inc. ２０．韓国特殊メタル工業（株） 
６．韓国治工具工業（株） ２１．（株）二和 
７．（株）Komico ２２．（株）大成精機 
８．大模エンジニアリング（株） ２３．UNIOPTICS. INC 
９．（株）韓国大和金属 ２４．POSTEC 電子（株） 

１０（株）世原精工 ２５．大金産業（株） 
１１．永華フェライト ２６．（株）ＢＴＣ情報通信 
１２．正原産業（株） ２７．（株）韓一精密 
１３．ﾀｶﾗｺﾘｱﾊﾞｲｵﾒﾃﾞｨｶﾙ（株）           ２８．大和 PLASTIC（株） 
１４．（株）ＳＧ ＣＯＭ ２９．東炫 MAHLE Filter System Co.Ltd 
１５．泰成精密（株） ３０．大成機工（株） 

 
４．成果等 

（１）日本の中小製造業が、深刻な経済不況、産業空洞化に立ち向かい、独自の経営理
念、技術を生かして活動している現実を学んだ。特に第一班は、長野県飯田市に
て、特別な産業の無い地方都市の事情を実感した。また、「日韓情報交換会」にて見
学先企業経営者の本音を聞く事が出来た。 

（２）日本の文化・習慣を肌で感じ取り、又、多くの日本人と接し、日本に対する理解を 
深めた。 
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1．産業技術人材育成事業 

事業名 （２）先進技術者企業研修                      【共同事業】 

事
業
内
容 

韓国企業の中堅技術者が、日本の企業において、技術又は経営上の課題をテーマにして、 

日本の企業と共同で技術研修を行う。 

実 
 

施 
 

状 
 

況 

 
１．研修期間 
  ２００３年８月２５日～１１月１５日（８３日間） 
 
２．研修内容 
（１）導入研修 

企業研修及び研修中の日常生活の円滑化を図るために行うもので、日本入国前５週間 
   の日本語研修、日本入国後１週間の日本の文化・習慣等についての研修を実施。 
（２）企業研修 
   各受け入れ企業において、約 2.5 か月間実施。派遣及び受け入れ企業の双方にメリット

が出るようなテーマを選定して研修を行った。 
 
３．研修生派遣企業（４５社）及び受け入れ企業（３９社） 

＜派遣企業＞ ＜受け入れ企業＞ ＜派遣企業＞ ＜受け入れ企業＞ 
（１）（株）大邱放送 ㈱ビジョンプランニング （23）（株）東和Ｅｎｔｅｃ 長菱ハイテック（株） 
（２）大蓮精工（株） 大垣精工（株） （24）（株）ＤＫ ＳＥＮＳＯＲ （株）芝浦電子 
（３）（株）ＤＫ産業 大垣精工（株） （25）三和電子工業（株 日立金属（株） 
（４）（株）有珍Ｓ―ＴＥＣＨ 大垣精工（株） （26）世元Ｅ＆Ｔ（株） 油研工業（株） 
（５）（株）有珍精工 大垣精工（株） （27）（株）Solinc 日本ユニシスエクセリューションズ(株) 
（６）大韓パーカライジング（株） 日本パーカライジング（株） （28）（株）雅濫金属工業 （株）ウチダ 
（７）東洋エンジニアリングコリア（株） 東洋エンジニアリング（株） （29）アールエスコリア（株） リンナイ精機（株） 
（８）東京エレクトロンコリア（株） 東京エレクトロン（株） （30）（株）エスエイシー 三建産業（株） 
（９）東西石油化学（株） 旭化成ケミカルズ（株） （31）Altwell Cosmetic（株） 日光ケミカルズ(株)/(株)コスメテクノ 
（10）三永ＩＮＫ ＰＡＩＮＴ製造（株） 東洋インキ製造（株） （32）（株）友元Ｍ＆Ｔ （株）山武 
（11）ソウル東光（株） 東光（株） （33）宇進機電（株） （株）東芝 
（12）愛敬化学（株） 大日本インキ化学工業（株） （34）（株）宇進産電 （株）東芝 
（13）ＬＧ日立（株） （株）日立製作所 （35）（株）ＷＩＭＥＸ （株）ワールドブライダル 
（14）韓国アルプス（株） アルプス電気（株） （36）（株）利生 東洋製缶（株） 
（15）韓国横河電機（株） 横河電機（株） （37）周弘情報通信（株） 日立電線（株） 
（16）韓国ヒスコ（株） （株）日立ハイテクノロジーズ （38）(株)PULUMUONE 朝日食品工業（株） 
（17）Ｗｅｌｆｉｅｄ Ｋｏｒｅａ（株） 三菱ウェルファーマ（株） （39）PULUMUONE第１豆腐工場 朝日食品工業（株） 
（18）江南化成（株） 大日本インキ化学工業（株） （40）韓国松井（株） （株）松井製作所 
（19）（株）金成精工 日精樹脂工業（株） （41）韓国BOLT工業（株） 阪村産業（株） 
（20）（株）大同システム 日本ケーブルシステム（株） （42）韓国OMURON電送（株） オムロン（株） 
（21）東明重工業（株）  ディーエスコーポレーション（株） （43）韓国KOLMAR（株） 日本コルマー（株） 
（22）東海電送（株） 古河電気工業（株） （44）（株）韓一ＭＥＣ （株）山武 
  （45 ）ヒロセコリア（株） ヒロセ電機（株） 

４．成果等 
（１） 本年度も、韓国側の要望により受け入れ研修生を４５名にて実施した。研修生の自

主性に重点を置き、出来るだけ一人で行動する様に配慮し、成果を挙げた。 
（２） 各受け入れ企業の研修スケジュールは、研修中、研修生が常に多くの日本人、又、 

日本の文化・習慣等に接触出来るよう配慮したため、研修生の日本に対する理解 
が深まった。 
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1．産業技術人材育成事業 

事業名 （３）品質管理・工業標準化研修                   【共同事業】 

事
業
内
容 

韓国中堅・中小企業の中堅技術者を受入れ、品質管理・工業標準化に関する研修を実施。 

（１）対象：中堅・中小企業の中堅技術者３０名程度 

（２）期間：３週間 

（３）内容：座学を主体に基礎から実際編迄体系付けた講習を実施 

       ①日本のＴＱＭ・産業構造    ③原価管理、方針管理、日常管理 

       ②ＩＥ、ＱＦＤ、品質保証、ISO9000 ④ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ等 

実 
 

施 
 

状 
 

況 

 
１．期間 

研修生３０名が２００３年６月２２日（日）来日、７月１２日（土）帰国する迄の 
３週間、大磯プリンスホテル（神奈川県中郡大磯町）において研修。 

 
２．研修生（３０名） 

品質管理・生産管理担当次長・課長クラス 
（年齢 ２９～４２歳） 
 

３．研修内容 
（１） 講義科目： 

日本の TQM、機能別管理・受注生産における現場管理、IE の活用／演習、職場の管理
と改善、新 QC 七つ道具、生産の品質保証、開発・設計の品質保証、トヨタ生産方式、
原価管理／コストダウン演習、ISO9000、品質保証と PL、新製品開発のための QFD 他 
また、講義内容をより理解するために、夕刻の時間を利用したｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを実施 
（計４回） 

（２）工場見学：①アサヒビール㈱ 神奈川工場（平成 14 年に竣工した最新鋭工場） 
         ②冨士フィルム足柄工場 

③㈱オーバル   本社工場（各種流量計ほか製造） 
（３）その他 地元、大磯商工会議所青年部との交流会 

 
４．特記事項 
・ 本年度から韓日財団との共同事業となり、費用の半額が韓国側の負担になった。 

共同事業になったことと研修参加希望者が多いことから、今年は３０名（プラス１０
名）の研修規模となった。 

・ 主任講師は例年通り日本科学技術連盟嘱託の高須久先生に委嘱した。日程の作成からご
指導を得、また昨年度の評価書を参考にしながら準備を進め、講義と見学のバランスが
取れたカリキュラムを作成し、昨年以上のものを準備することが出来た。 

・ 今回、「トヨタ生産方式」の講義を取り入れたが、講義時間不足で、十分に理解するまで
には至らなかったようだ。 

・ 通訳は昨年に引き続き大阪経済法科大学客員研究員の金正一氏に依頼したが、２年目の
余裕と、相変わらずの熱心な通訳で、研修生からは大変信頼されて業務を行うことがで
きた。 

 
５．成果概要等 

研修生からは、「全てが良く計画された研修だったと思います。主任講師の高須先生を
始め、機会を与えて頂いた日韓・韓日財団、実務担当のスリーエー、通訳金さんに深く
感謝します。今度の研修は韓国の企業に大いに役にたつと思うし、日本を知る良い機会
だったと思います。」等の言葉を頂いている。 

   
                         ㈱スリーエーネットワークに委託 
 

 8



JKF2003(H15)事業報告書 

1．産業技術人材育成事業 

事業名 （４）技術者専門研修                        【共同事業】 

事
業
内
容 

韓国中堅・中小企業の現場技術者を対象に、現場の実務と管理に必要な研修を実施。 

 （１）対象：中堅・中小企業の現場技術者４０名程度（５コ－ス、各コ－ス８名） 

 （２）期間：２ヶ月半程度 

 （３）内容：講義／実習／工場見学 

実 
 

施 
 

状 
 

況 

 
１．概要 

人 数：３６名   

期 間：２００３年９月１６日（火）来日～１１月１４日（金）帰国 （６０日間） 

コ－ス：①金属部品の加工と生産性向上 ②中小企業管理者のための生産性向上技術  

③付加価値生産性向上のための設備技術 ④設備の有効活用技術  

⑤ｸﾘｰﾅｰﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝとﾘｻｲｸﾙ新技術 の５コ－ス 

２．内容 

各コ－スとも、講義／実習／工場見学、及び、４泊５日程度の研修旅行を実施。 

工場見学は九州一円の大手企業中心に、研修テーマに関係する企業、研究機関、自治体 

施設など。 

３．成果概要等 

・研修コースによる参加人数のバラツキを考慮し、生産性向上コースを２分割して「中小企

業管理者のための生産性向上」コースと「付加価値生産性向上」コースとし、各コース人

員を８名／５コースに改訂した。結果４０名の定員に対して、３６名の参加となったが、

今後継続して、韓国サイトのニーズの把握と、さらなる改訂が必要と考えられる。 

・非常にタイトな日程であったが、各界技術の権威者である講師及び指導員諸氏の熱意に溢

れたご指導と、研修生の真摯な努力によって、高い研修成果と有意義な研修が得られた。 
 

・北九州国際技術協力協会(KITA)に委託 
 

コース名称／人員 講義／実習項目 研修受入機関企業

①金属部品の加工と生産性向上 

 

１０名 

金属部品の各種加工法、試験検査法、 

劣化対策、品質管理、ＩＥ、ＱＣ、 

鋼材加工の自動化など 

２１ 

②中小企業管理者のための生産性向上 

 

９名 

生産性概論、５Ｓと改善、労働安全、

ＶＥ、ＪＩＴとセル生産方式、ＣＡＤ

／ＣＡＭ、ＱＡ、ＴＰＭ、ＣＡＥなど 

３２ 

③付加価値生産性向上 

 

            ６名 

生産性概論、５Ｓと改善、労働安全、

ＶＥ、物流管理・自動倉庫、計装シス

テム、シーケンス制御、ＣＡＥなど 

３５ 

④設備の有効活用技術 

 

６名 

設備診断、修繕計画、腐食、磨耗、潤滑

管理、軸受保全、工作機械保全、電動機

保全、空圧機器保全、疲労破壊など 

２７ 

⑤ｸﾘｰﾅｰﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝとﾘｻｲｸﾙ新技術

 

５名 

産廃処理行政、再資源化技術、ﾘｻｲｸﾘﾝｸﾞ

技術、有害廃棄物対策、塵埃焼却設備、

下水処理、水産加工物処理など 

４７ 
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JKF2003(H15)事業報告書 

1．産業技術人材育成事業 

事業名 （５）理工系大学院生 ウィンターインスティテュート 

事
業
内
容 

韓国の理工系大学院生（博士／修士課程在籍者）を冬休みを利用して約２ヶ月間日本へ招聘

し、国立研究所等で専門分野に関する研究を実施。 

  （１）人数：４０名程度    （２）期間：２ヶ月程度 

  （３）内容：①研究活動 ②日本文化紹介  

実 
 

施 
 

状 
 

況 

 
１．概要 

大学院生３８名（内女性１３名）が２００４年１月６日（火）来日、２月２１日（土）

帰国するまでの４７日間、つくば地区及び東京地区等において、専門分野 の研究活

動・日本文化研修を行った。 

 

 ２．受入研究機関： 

・物質・材料研究機構 （つくば） ２名 ・農業技術研究機構 （つくば）   １名 

・気象庁気象研究所 （つくば）  １名 ・海洋科学技術ｾﾝﾀｰ （神奈川）   １名 

・国立環境研究所 （つくば）   ４名 ・通信総合研究所（東京・京都・兵庫）３名 

・宇宙航空研究開発機構 （東京）  ２名 ・産業技術総合研究所      １３名 

  （つくば１１名・東京１名・佐賀１名） ・理化学研究所 （埼玉）      ２名 

・建築研究所 （つくば）     １名 ・NHK 放送技術研究所 （東京）   １名 

・農業生物資源研究所 （つくば） ２名 ・日本生物科学研究所 （東京）   １名 

・農業環境技術研究所 （つくば） ２名 

・電子航法研究所 （東京）    １名 

・石川県工業試験場 （石川）    １名 

（計）１６機関×３８名 

 

３．特記： 

・応募者の中からの最終選定（各研究機関とのマッチング作業）に於いて、予定人員４０

を決定。親の不幸、就職の決定で直前に２名がキャンセル、最終３８名の来日となった。

・研修期間中の日本語勉強会の廃止に伴い、事前説明会（１１月２５日、韓国大田にて）

にて日本語事前勉強のための資料配付を行い、事前に勉強して来日するように指導した。

 

４．成果等： 

・今回で１１回目を迎えた当プログラムは、日韓の研究交流・友好親善を図るよいプログ

ラムとして両国で知られ、既に共同研究等で交流のある研究者がこれを利用して学生を

送ったり、この機会を利用して参加学生の指導教官がホスト研究所を訪問して継続的な

交流に発展するなど、日韓両国研究者間のネットワークづくりに繋がっている。 

・今回も当事業への応募者数は９０名を数え、２倍強の競争率で選抜されて来ている。研

修生の多くが明確な目的をもってプログラムに参加し、新しい技術・知識の習得を図り

研究活動の成果を出している。また、ホスト研究者からもその実力について高い評価を

頂いている。 

・ホスト研究所から、参加研修生は非常に優秀である・まじめである等の好評価を頂いて

おり、期末の多忙な時期にもかかわらず、研究生を積極的に受け入れる研究所が増えて

いる。 

 

                      科学技術国際交流センター(JISTEC)に委託 
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JKF2003(H15)事業報告書 

2．韓国産業生産性向上協力事業 

事業名 （１）生産性向上モデル企業育成事業 

事
業
内
容 

韓国中堅・中小企業の中から、生産性向上を進めるモデル企業として育成するために、１２社を 
選定し、日本から派遣する専門家が企業毎に企業診断及び生産性の意識・技術を高め生産性向上 
に協力する。企業毎にチームを編成し専門家が生産性向上を図るための手法を具体的に指導し、 
経営分析を行い、診断する。経営問題を始め生産性向上等の諸改善計画策定を支援する。 
又諸問題に対してコンサルティングを行う。今年度は本事業の一般企業への成功事例の共有化 
及び普及を図るため、成果発表会を開催した。 

実 
 

施 
 

状 
 

況 

１．実施企業の概要 

    今年度応募企業４５社より対象企業１２社を選定して実施。 

 実施企業 都市 生産品目 専門家 
1 半島産業㈱ 忠北槐山郡 庭木剪定鋏 三好、柴田 
2 ㈱東宇Control 仁川市 電子式点火装置（ｶﾞｽﾚﾝｼﾞ、ﾎﾞｲﾗｰ） 山崎、金子 
3 DemcoProbe㈱ 富川市 半導体 IC ﾒﾓﾘｰﾁｯﾌﾟ検査用ﾌﾟﾛｰﾌﾞｶｰﾄ  ゙ 伊豫部、梅原 
4 ㈱３Ｚ ソウル ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ用ﾌﾟﾗｸﾞﾊﾞﾙﾌ  ゙ 金子、柴田 
5 ㈱新暁 金海市 食品ﾄﾚｰ等の自動真空成形機、高電圧遮断機 三好、伊豫部 
6 ㈱金昌 永川市 自動車部品（ｼｰﾄｸｯｼｮﾝﾌﾚｰﾑ、ｲﾝﾊﾟｸﾄﾊﾞｰ） 金子、辻 
7 禎晟機電㈱ 清州市 自動車部品（ﾜｲﾔｰﾊｰﾈｽ） 伊豫部、田中 
8 ㈱新興機工 金海市 自動車部品（ｳｲﾝﾄﾞﾚｷﾞｭﾚｰﾀ、ﾄﾞｱﾛｯｸ          柴田、三好 
9 大陸化学工業㈱＊ 大田市 運搬用ｺﾝﾍﾞﾔｰﾍﾞﾙﾄ、建設機械用ｸﾛｰﾗ  ー 金子、梅原  

10 母甫 I.P.C㈱＊ 烏山市 電線ｹｰﾌﾞﾙ         三好、田中  
11 SHINE㈱＊ 金海市 ｽﾃﾝﾚｽﾜｲﾔ＆ﾛｰﾌ  ゚           金子、田中  
12 平和精工㈱＊ 大邱市 自動車部品（ﾄﾞｱﾓｼﾞｭｰﾙ、ｽﾄﾗｲｶｰ、ﾗｯﾁ）        伊豫部、柴田 

無印 プロジェクト事業実施  ＊コンサルティング事業実施 

２．実施内容 
（１）1社に対し各延べ２週間の現場指導を実施。コンサルティング事業については１週間実施。 
（２）1 社に対し専門家２名が夫々その専門性に応じて、生産性向上全般、技術改善を指導。 
（３）必要に応じてセミナーや管理者教育(役割意識啓蒙)を実施。 
（４）問題意識の高揚と生産性向上を目指し、自主改善プロジェクトチーム(２チーム/社)を 

編成し、活動(プロジェクト事業)。 
（５）個別の技術問題・技術課題等に関しては、実情に応じて対処。 
（６）成果発表会 プロジェクト実施８社が成功事例を一般企業に対して発表し、共有化と

普及を図った。 
３．実施期間   １２社  2003 年 5 月～12 月 
４．成果概要  

（１）各社の実情に合わせたきめ細かな指導協力を行った結果、経営者、管理者、従業員は

生産性向上に向けての自分の役割を再認識し、職場の活性化など改善に取り組んだ。 
（２）技術改善に関しては可能な限りの協力を行い、生産性向上に寄与した。 
（３）生産性向上に関する自主解決力が養われ、継続できる風土づくりができた。 
（４）経営改善に対する具体的な実施項目と計画が策定できた。 
（５）成果発表会では６０社が参加し、８社による成功事例・体験発表により、事例の水平 

展開、事業の周知が図られた。 
 
                   事務局業務を日本エンジェルキャピタル㈱に委託 
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JKF2003(H15)事業報告書 

2．韓国産業生産性向上協力事業 

事業名 （２）専門技術者派遣                        【共同事業】 

事
業
内
容 

九州と韓国間の貿易、投資及び産業技術分野に於ける協力の促進と、双方の地方間経済交流

の拡大を目的として「九州・韓国経済交流会議」が、両国政府、地方自治体、民間団体を 
中心に、93 年より定期的に開催されている。 
本事業は、同会議で合意された事業のうちの一つ。 
当財団は本事業の所要経費の全額を支援。 

実 
 

施 
 

状 
 

況 

 
１．実施内容の概要 
（１）2003 年 7 月     北九州国際技術協力協会（KITA）スタッフによる専門技術者 

派遣のための事前調査（対象先 16 社） 
 
（２）2003 年 9 月     選定された専門技術者による事前訪問 

           （選定企業 7 社、指導先との打合せ） 
 
（３）2003 年 10 月～12 月 本指導実施（7 社）                    

               
 派遣企業 派遣技術者 派遣期間 指 導 内 容 
１ ㈱SPACE 三好 正雄 11 日間 ｾﾒﾝﾄ、硅砂等の混合包装ﾗｲﾝの在庫削減等 
２ 上道電気工業㈱ 永澤 逸郎 7 日間 「不良品発生防止の管理活動」の企画 
３ ㈱京仁精密機械 松尾 憲一 6 日間 軸の疲労強度、回転曲げ強度、剪断強度 
４ 高麗機械産業㈱ 本村 隆 7 日間 生産管理の基本、組立工程分析、時間分析 
５ ㈱KIC 西 武史 7 日間 Roll 軸部の肉盛溶接時に発生する欠陥改善 
６ 太陽機電㈱ 小林 昭行 30 日間 MECHA.Valve の開発の進め方 
７ ㈱大洋計器 本村 隆 14 日間 工程表、部品調達表の指導、新設ﾗｲﾝ指導 

 
２．派遣指導結果の評価 

昨年と同様に事前調査、事前訪問による派遣先企業の具体的ニーズ確認の上、指導範囲を

絞って明確に設定した。基本的な専門技術や現場技能に係わる指導であったこと、専門技

術者が高い技術と豊富な経験を有していたことなどから、早期に解決を図る手法を習得

し、すべての企業と相手側技術者から高い評価を得ることができた。又、技術指導をより

効果的に実施するために事後調査も行った。（’04 年 2 月） 
 

 
・北九州国際技術協力協会(KITA)、韓国中小企業振興公団に委託 
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JKF2003(H15)事業報告書 

2．韓国産業生産性向上協力事業 

事業名 （３）生産性向上短期コンサルティング                【共同事業】 

事
業
内
容 

企業の生産性向上に協力するため、中小企業を対象に７つの技術分野の日本の専門家が 
各分野毎に企業に出向き指導協力を行う短期コンサルティング。（2.5 日／社） 
’03 年度は 2.5 日／社、計 14 社実施したが、それまでは 1.5 日／社、計 21 社実施していた。 
’96 年度から’03 年度で８回実施。 

実 
 

施 
 

状 
 

況 

 

１．実施期間 

    ２００３年（平成１５年）１０月 ２０日（月） ～ ２５日（土） 

 

２．実施内容 

   （１）指導専門家：７人 

   （２）訪 問 企 業：１４社 

（３）企業所在地：仁川広域市周辺工業団地（南洞工団、他） 

（４）内 容：機械組立自動化、電子組立自動化、機械加工、溶接技術、プレス 

金型技術、射出成形、金属加工に関する計７人の技術専門家が、 

１人２社合計１４社の中小企業を訪問し、事情聴取、現場視察を 

行ってその企業の抱えている問題を把握した後、適切な改善策及び 

今後の方策等を提示した。                             

             

３．成果概要等 

2.5 日の短期間のコンサルティングにもかかわらず、大部分の企業が、高く評価している。 
今後共、指導内容の充実化を図っていきたい。 

 

４．その他 

   実施企業１４社及び指導を行った専門家は下記の通りである。 

 分野 専門家 実施企業 
1 機械組立自動化 柴田  力    ㈱承光     ㈱東洋換気 
2 電子組立自動化 山崎  浩    FIBOX ㈱     ㈱ 満承電気 
3 機械加工          梅原 敏靖 ㈱   LuBo 起信精機㈱ 
4 溶接技術 西  武史 ㈱東原精密機械 東洋超音波㈱ 
5 ﾌﾟﾚｽ金型技術      伊豫部将三 三成Stainless商工㈱ ㈱斗星 TECH   
6 射出成形 渋谷 泰宏 ㈱  鐘宇實業 志友産業㈱ 
7 金属加工 三好 紀臣 ㈱中央 P&P ㈱大我メタル 

 

事務局業務を日本エンジェルキャピタル㈱に委託 
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JKF2003(H15)事業報告書 

3．産業技術交流事業 

事業名 （１）産業技術交流促進ミッション                  【共同事業】 

事
業
内
容 

韓国中堅・中小企業の経営者／中堅幹部を１回につき４０名程度日本に招聘し、日本の中

堅・中小企業の工場見学を中心に産業技術交流を年２回実施。 

  (１)対象：韓国中堅・中小企業の経営者クラス ４０名程度／回 

  (２)期間：１週間程度／回 

  (３)内容：①工場見学（機械系と電機系の２ｸﾞﾙ-ﾌﾟに分け、各ｸﾞﾙ-ﾌﾟ５工場程度を見学）

       ②日韓中堅・中小企業経営者交流会、③展示会見学、④セミナー、等 

実 
 

施 
 

状 
 

況 

 
 ２００３年度春季（第１６回） ２００３年度秋季（第１７回） 

期間（来日～帰国） ０３年６月１日（日）～６日（金） ０３年９月２９日（月）～１０月４日（土） 

場所 大分／福岡 大阪／京都 

ミッションメンバー ４０名 ４１名 
後援 
     

九州経済産業局・大分県・福岡県・大分
／福岡商工会議所連合会・JETRO 大分
ほか６機関 

近畿経済産業局・大阪府・京都府・駐大阪
大韓民国総領事館ほか３機関 

工場見学 機械・自動車ｸ゙ ﾙー ﾌ゚  
・㈱江藤製作所 
・第一施設工業㈱ 
合同見学 
・大分県産業科学技術
センター 

・福岡ﾛﾎ゙ ｽｸｴｱ 

電気・電子ｸ゙ ﾙー ﾌ゚  
・㈱デンケン 
・㈱西部技研 
合同見学 
・大分県産業科学
技術センター 

・福岡ﾛﾎ゙ ｽｸｴｱ 

機械・自動車ｸ゙ ﾙー ﾌ゚  
・㈱中農製作所 
・フジ矢㈱ 
・須河車体㈱ 
合同見学 
・㈱国際電気通信基礎
技術研究所 ほか 

電気・電子ｸ゙ ﾙー ﾌ゚  
・ダイキン工業㈱ 
・朝日ﾚﾝﾄｹ゙ ﾝ工業㈱ 
 
合同見学 
・㈱国際電気通信基礎
技術研究所 ほか 

展示会見学 第４３回西日本総合機械展 
於：小倉 西日本総合展示場 

なし 

セミナー 講師 （株）アイ・ビジネスセンター  
取締役社長 白石富久 氏 

テーマ：「Ｎｅｘｔｒ＠ｄｅ．ｇａｔｅ ｔｏ
Ｆｕｋｕｏｋａ，Ｋｙｕｓｈｕ」 

於：福岡県吉塚合同庁舎 会議室 

講師 （株）最上インクス  
代表取締役 鈴木三朗 氏 

テーマ：「わが社の戦略 薄板金属加工の 
    コンビニ」 
於：ホテル京阪京都 ２階「桜の間」 

企業交流会 大分県において実施。 
日本企業２０社／２１名が参加。 

大阪府において実施。 
日本企業３６社／３６名が参加。 

内容 

歓迎交流会 大分県及び福岡県それぞれにて開催。 
出席者は、大分県約９０名、福岡県約１００名
の参加 

大阪府・京都府合同にて開催。 
出席者は、約１００名の参加  

 
成果概要等 

本ミッションは４年前より、日韓地域間交流促進という両国政府方針に沿って、訪問地 
を主として「地方」にするとともに訪問地の経済産業局はじめ官公庁経済団体の後援を 
いただいて実施しており、その全面的ご支援のお陰で、より一層充実した内容で開催で 
きるようになってきている。１週間の間に数百人の関係者を整斉と動かす必要があり、 
準備は大変であるが、ミッションメンバーからは「周到に準備・手配がなされており感 
心した」とのコメントを毎回得ている。本ミッションは、日韓友好促進と日韓地域間交 
流促進に役立っている。 

 
第１６回：㈱インターグループ委託   第１７回：㈱インターグループ委託 
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JKF2003(H15)事業報告書 

3．産業技術交流事業 

事業名 （２）官民若手交流事業／次世代オピニオンリーダー          【共同事業】 

事
業
内
容 

日韓両国の産業界・経済界、官公庁、マスコミ、学会、文化・芸術関係者等、各界の若手 
実力者を相互に招聘し、テ－マを決めた全体交流、各界個別の交流、文化交流などを行い、

現状認識・相互理解・国際交流を深めると共に、次世代の日韓関係を担うオピニオンリ－ 
ダ－の育成を図ることを目的とした事業。 

実 
 

施 
 

状 
 

況 

 
１．対象人数等 

日本及び韓国の次世代オピニオンリーダー(各界の 30～40 才代の若手実力者)を対象と

し、日本からは 20 名派遣、韓国からは 25 名を受入れ。  
 
２．実施時期 

   (1)第４回次世代オピニオンリ－ダ－交流訪韓団：2003 年 6 月 25 日（水）～7 月 4 日（金） 
    (2)第４回次世代オピニオンリ－ダ－交流訪日団：2003 年 12 月 3 日（水）～12 日（金） 
 
３．概要及び成果 
（1）第４回次世代オピニオンリ－ダ－交流訪韓団 

①外交通商部・産業資源部・国会議員等の韓国政府関係者との面談を始め、日本大使

館や韓国中小企業振興公団関係者との懇談、韓国が誇る浦項綜合製鉄・韓国ガス公

社及び釜山ではルノー三星自動車・釜山港コンテナターミナルの見学、講師による

経済分野・外交安保分野の講演、西江大学校に於ける学生・教授との交流、緊迫に

満ちたＤＭＺ（非武装地帯）訪問など、10 日間に亘る充実した内容であった。 
②参加メンバーの内 12 名が初めての訪韓であり、先入観無しに韓国を体験し、教科

書問題をタブー視することなく積極的に質問し、真摯に討議し、未来指向の友好関

係構築に大きな役割を果した。 
 
（2）第４回次世代オピニオンリ－ダ－交流訪日団 

①国会・外務省・韓国大使館等の政府関係先の訪問・懇談を始め、元宇宙飛行士毛利

衛さんが館長を務める日本未来科学館にて、毛利館長のご講演と見学、工場見学で

は東芝科学館、ノーベル化学賞の田中耕一さんが勤める計測機器の島津製作所及び

アサヒビール吹田工場の訪問・工場見学を行った。教育関係では山梨英和中学校・

高等学校にて教師体験等の交流と明治大学駿河台校舎にて学生との交流及び懇親を

深めるなど、10 日間に亘る充実した内容であった。 
②京都視察では銀閣寺及び清水寺の見学と、アミタヤ工房に於いての七宝焼きほかの

日本文化体験実習を行い、日本全般に対する理解を深めた。 
 
訪韓団派遣 ㈱インターグループに委託  訪日団受入 ㈱インターグループに委託 
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JKF2003(H15)事業報告書 

3．産業技術交流事業 

事業名 

（３）地域間各種交流事業支援 

① 九州・韓国経済交流会議関連事業への参加と支援 

② 北陸・韓国経済交流会議関連事業への参加と支援 

事
業
内
容 

①九州と韓国の貿易、投資及び産業技術分野に於ける協力の促進と、双方の地方間経済交流の

拡大を目的として「九州・韓国経済交流会議」が、両国政府、地方自治体、民間団体を中心

に、93 年より定期的に開催されている。財団は下記事業に参加、所要経費の一部を支援し

た。 
②北陸・韓国経済交流会議は、平成１１年１２月通商産業大臣と韓国産業資源部長官主宰で開

催された「第２回日韓官民合同投資促進協議会」の合意に基づき設置され、これまで日韓交

互に３回開催され本年度第４回は韓国・大邱にて開催され、財団は下記事業に参加、所要経

費の一部を支援した。 

実 
 

施 
 

状 
 

況 

 
① 九州・韓国経済交流会議関連事業 
Ⅰ 第１０回九州・韓国経済交流会議 
１．実施期間  ２００３年７月１４日～７月１６日 

  ２．実施場所  韓国・済州島西歸浦ＫＡＬホテル 
  ３．主要行事  九州・韓国経済交流会議 
          九州・韓国貿易促進セミナー 
          九韓投資環境説明会 
Ⅱ 九州・韓国ビジネスマッチング事業 

  １．実施期間  ２００３年１２月４日～２００４年３月２４日 
  ２．実施場所  （財）九州産業技術センター／アジア太平洋インポートマート 
  ３．主要行事  九州・韓国経済交流セミナー／商談会 
          九州・韓国ビジネスマッチング事業／商談会 
Ⅲ 第７回九州・韓国産業技術交流ミッション 

  １．実施期間  ２００４年２月１７日～１９日 
  ２．実施場所  韓国ソウル及び近郊 
  ３．主要行事  天安―牙山ディスプレー地帯、ハイニックス半導体（株）他視察 
          韓日企業交流会／商談会 
 
② 北陸・韓国経済交流会議関連事業 
Ⅰ 第４回北陸・韓国経済交流会議 

  １．実施期間  ２００３年５月２８日～５月３０日 
  ２．実施場所  韓国・大邱インターブルゴホテル 
  ３．主要行事  民官合同会議 
          韓国投資環境説明会／北陸企業プレゼンテーション 
          北陸ビジネスチャンスセミナー／商談会 
Ⅱ 「富山・韓国ＩＴベンチャー経済交流会」 

  １．実施期間  ２００３年１０月３１日 
  ２．実施場所  富山産業展示館（テクノホール） 
  ３．主要行事  システム展示及び商談会 
          講演会及び意見交換 
          懇親交流会 
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JKF2003(H15)事業報告書 

3．産業技術交流事業 

事業名 
（４）部品・素材産業活性化事業 

日韓中小企業相互補完商談会                 【共同事業】 

事
業
内
容 

両国の中小企業の連携による相互補完の関係、「ウィン・ウィン」の関係構築を目的とし、 
一層の活性化を促すための商談会を以下の如く実施した。 

実 
 

施 
 

状 
 

況 

 
 商談会の開催概要 
１）開催日程・開催場所 
・日韓両国の財団の共催により、本商談会を、平成 15 年 10 月 23 日(木)～25 日(土)の日程

で、ロッテホテル(ソウル)で開催した。 
日時 開催内容 

10 月 23 日（木） 18：30～20：00 歓迎晩餐会 

10 月 24 日（金） 10：00～17：00 
17：00～19：00 

商談会 
両国企業交流会 

10 月 25 日（土）  面談企業への訪問（工場見学等） 
 
２）参加企業数 
・本商談会には日本企業 9 社(8 グループ)、韓国企業 50 社の参加があり、両国合わせて、 
合計 59 社の参加があった。 

表 日本側参加企業の一覧 

企業名 事業概要 従業員数 
チバダイス プラスチック歯車用金型、精密歯車 30 人 
ミクロン・エンジニアリング 精密機械部品加工 40 人 
臼田工業 半導体製造用金型 21 人 
ヴィジョン ミネラル水、深海水、天然塩 32 人 
ＩＭＳ 樹脂サッシ、建設資材輸入 19 人 
カワイローラ ベルトコンべアーのローラーとパーツ 25 人 
松栄特殊印刷工業 金属オフセット印刷 36 人 
テラバイト 半導体レーザー美容器 90 人 
日本キーフレックス 電子機器販売 － 
注）日本キーフレックス社は、テラバイト社製品の海外販売商社である。 

 
 商談実績 
１）ソウルでの商談実績 
・ソウルでの商談会では、1 社(グループ)当たり 3～11 件の商談が実施され、合計 62 件 
の商談(日本企業 1 グループ当たり平均 7.8 件)が実施された。 
 

２）その後の商談状況 
・ソウルでの商談会後、各社ごとに具体的な商談が進められており、1 月末時点で合計 12 
 件の商談が継続されている。 
・本商談会事業での商談成立第 1 号として、1 月末時点で 1 件の商談が契約締結(日本製品 
 の生産委託)まで至っている。 
 

 17



JKF2003(H15)事業報告書 

4．調査広報事業 

事業名 （１）産業国際競争力向上セミナー                  【共同事業】 

事
業
内
容 

韓国産業の国際競争力向上に資するため、韓国中堅・中小企業の経営者を対象に、日本の 
企業経営者の経験を事例を交えて紹介し、韓国企業への適用の可能性を考察させることを 
目的とするセミナー。 

実 
 

施 
 

状 
 

況 

 

１．開 催 日    ： ２００３年１１月２８日（金） 

 

２．開催場所：  韓国・ソウル 新羅ホテル 

 

３．参加人員： ２１０名 

 

４．内  容 

   基調講演：「   がんばれ中小企業 

         トヨタ生産方式の本質と進化（深化） 

           今何が求められているか     」 

講師： トヨタ自動車株式会社 

              技監          林  南八 

   特別講演：「韓国自動車産業の再編による部品業界の進路と戦略」 

         講師： 韓国電気硝子株式会社 

              代表理事社長      李  壽一 

   事例報告①：「ＮＰＳのの基本に基づいた改善事例」 

         講師： 株式会社テラルキョクトウ 

              常務取締役       青山 慶治 

   事例報告②：「カンバン方式とＪＩＴシステム導入事例 

強い企業だけが生き残る」 

         講師： 太陽金属工業株式会社 

              代表理事社長      黄  圭洪 

    

５．成果等 

（１）２００３年度は、日本、韓国とも経済面では、国際環境及び国内事情ともに明るい 

材料は無く、特に中小製造業は非常に厳しい状況であった。この様な停滞状況より 

脱出すべく各企業は最大の努力をしているがなかなか成果を挙げるには困難な現状 

である。そこで、日本のみならず世界の「勝ち組企業」の代表格であるトヨタ自動車

株式会社の林技監に「トヨタ生産方式」に就き講演頂き、各企業の聴講者に自社の 

改革、改善のヒントを得る事は勿論、「意識改革」の第一歩を踏み出してもらえる様 

企画した。結果として、新聞広告掲載当日、午前中に四百名を越える応募があり、 

急ぎ応募を締め切る程の人気であり、大盛況であった。 

また、「トヨタ生産方式」の実践例を「事例報告」として（株）テラルキョクトウ 

青山常務に講演頂き、聴講者の理解深めた。 

（２）韓国側よりは、現代自動車（株）御出身の李社長、黄社長に韓国自動車業に関連す 

るテーマで講演頂いた。 
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JKF2003(H15)事業報告書 

4．調査広報事業 

事業名 （２）各種委託調査 

事
業
内
容 

韓国産業振興のための基礎調査、分析及び報告書作成或いは特定業種分野の問題研究。 
対象は日韓の産業・技術（機械・自動車・電気・電子・化学等製造業の各分野）とその周 
辺の環境調査。 

実 
 

施 
 

状 
 

況 

 
本年度実施した調査は下記の通り。 

 （報告書は日韓両国政府及び関係機関、関係企業等に配布） 
 

記 
 

 2003 年韓国経営研究会（ソウルジャパンクラブ－SJC－加入企業による経営研究会実施 
を委託、年合計 7 回実施の会合記録） 

 
 2003 年韓国経営研究会の内容（以下 2 種類合計 7 回を実施） 
１． 経営研究朝食会 
   主催：日韓産業技術協力財団及び SJC 経営委員会 
   実施機関：野村総合研究所ソウル支店 
   頻度：年内計 4 回 
   本年の共通テーマ：「新政権の経済戦略と日系企業のビジネスチャンスを研究する」 
   方式：韓国の経済・産業界のオピニオンリーダーなど、主題に相応しい講師を招き、講義と 

討議を通じ在韓日本人経営者の韓国産業・経済等に関する学習の場を開発・運営する。 
 講演テーマ 
第 1 回朝食会 新政権下での韓国経済政策と見通し 
第 2 回朝食会 韓国労働問題について 
第 3 回朝食会 新政権の経済戦略 

 HUB KOREA 戦略、中国戦略等 
第 4 回朝食会 来年の経済見通し 

 
２． 韓国企業経営研究会 
   主催：日韓産業技術協力財団及び SJC 経営委員会 

実施機関：野村総合研究所ソウル支店 
    頻度：年内計 3 回 
    本年の共通テーマ：「韓国における日系企業の KFS(成功要因)を実態的に探る」 
    内容：韓国での日系企業マネジメント事例報告(数名／回)とパネル討論 
       事例には韓国企業や韓国人経営者を講師として招くよう努力し、より幅広い議論を 
        行う。また、一部プログラムでは韓国人幹部にも出席を求め、多角的な議論を行う。 

 講演テーマ 
第 1 回経営研究会 労使関係を現場の実体験から語る 
第 2 回経営研究会 成果主義人事制度について 

 日系企業のケーススタディ 
第 3 回経営研究会 現場管理と KFS SUWON 見学会（日帰り、半日） 

 
㈱野村総合研究所ソウル支店に委託 
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4．調査広報事業 

事業名 （３）各種広報事業  ｂ．両国財団広報事業 

事
業
内
容 

 財団パンフレットの更新、既存のホームページの充実及び更新等を通じて、財団事業の 

認知とＰＲをしていく。 

実 
 

施 
 

状 
 

況 

 

 日韓財団の「ホームページ」のより一層の充実を図った。 

 随時新しい活動内容を情報開示すると共に、基幹データを整理した。 

 財団の実績及び成果事例、各種事業報告、決算書、規定等もアップデイトに更新、掲載 

した。 
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Ⅴ．日韓両財団「連絡協議会」及び「幹事会」の開催 

 

 

１９９２年６月に日韓両国政府間で合意された「日韓貿易不均衡是正等のための具体的実践計

画」の中で両国の「産業技術協力財団」が協力して業務を実施していくよう連絡協議会を設置す

ることが定められており、その下部機関として幹事会を設け、必要により随時協議することとな

っている。 
 
１．第１０回の連絡協議会は下記の通り開催された。 
   日 時：２００３年４月２５日（金） 
   場 所：韓国 大邱広域市 HOTEL INTER－BURGO 
 
   出席者： 
    （日本側）              （韓国側） 
   委員長  瀬戸 雄三 理事長      委員長  金相廈 理事長 
   委 員  渡里杉一郎 副理事長     委 員  姜信浩 理 事 
    〃   秋山 冨一  〃        〃   趙錫来  〃 
    〃   亀井 俊郎  〃        〃   朴世英  〃 
    〃   鈴木 政志  〃       幹 事  韓元碩 専務理事 
   委員代理 飯島 英胤  〃 
    〃   桜井 健司  〃 
   幹 事  成田 洋助 専務理事 
 
   朝食・意見交換 

(1) 両国の産業技術及び財団事業の協力推進について 
(2) その他 
（なお、第１１回の連絡協議会は２００４年４月２３日(金)名古屋市にて開催された｡） 

 
 
２．第１１回の連絡協議会幹事会は下記の通り開催された。 
   日 時：２００３年５月２２日（木） 
   場 所：韓国 ソウル COEX インターコンチネンタルホテル 
 
   出席者： 
    （日本側） 

代表委員 成田 洋助 日韓産業技術協力財団 専務理事 
幹事委員 山﨑 弘 〃 常務理事 
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委  員 宮原 照夫 〃 事業第一部長 
〃 讃井 善郎 〃 事業第二部長 
〃 宮澤 通泰 〃 事業第三部長 
〃 杉山 茂夫 〃 総務部長 

Observer 藤原 正彦 駐大韓民国日本国大使館 経済部 参事官 
 瀬尾 正嗣 〃 一等書記官 
 伊集院健夫 経済産業省 通商政策局 北東アジア課 課長補佐 
 松村 栄作 〃  事務官 

 
    （韓国側） 

代表委員 韓 元 碩 韓日産業･技術協力財団 専務理事 
幹事委員 許 南 整 韓日財団 産業技術協力 TEAM TEAM 長 
委  員 権 純 一 中小企業振興公団 国際協力 TEAM 部長 

〃 申 栄 敏 韓日財団 企画管理 TEAM TEAM 長 
〃 柳 奉 雨 韓日財団 経済協力 TEAM TEAM 長 
〃 金 汝 種 韓日財団 産業技術協力 TEAM 部長 
〃 宋 成 基 韓日財団 産業技術協力 TEAM 部長 
〃 金 彰 彬 韓日財団 企画管理 TEAM 次長 

Observer 黄 奎 浩 産業資源部 亜洲協力課 課長 
〃 徐 ka Ram 産業資源部 亜洲協力課 事務官 
〃 金 鎮 海 外交通商部 亜・太通商課 外交官 

 
   議 題： 

(1) ２００３年度事業進捗状況 
(2) ２００４年度事業方針説明 
(3) ２００４年度共同事業方針説明 
(4) その他財団運営及び事業実施上の問題点の対策協議 

 
 

以 上 

 
 

Ⅵ． 事 務 局 人 事 

 

 

平成１５年 ４月 １日  杉山 茂夫  総務部長に就任（東レ㈱より出向） 
 

 

以 上 
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Ⅵ． 財  団  日  誌  抜  粋 

 

月  日 事    項 

平成１５年 
４月 １日(火) 

１３日(日) 
 

１６日(水) 
 

１７日(木) 
２３日(水) 
 

５月 ７日(水) 
８日(木) 

    
１１日(日) 
 
１３日(火) 
１４日(水) 
 
１９日(月) 
 
 
２１日(水) 
 
 
 
２２日(木) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
杉山部長（東レ㈱より出向）が総務部長に就任、初出社｡ 
山﨑常務理事・讃井部長が「生産性向上モデル企業育成事業」２次調査の

ため韓国に出張｡〔釜山～ソウル、１９日まで〕 
北九州市・産業学術振興局・産業振興部・貿易振興課・国際経済担当係長

の池永氏他３名が打合せのため来訪｡（成田専務理事・宮原部長が対応） 
成田専務理事が「経済人会議」結団式に出席｡〔於：日本経団連会館〕 
成田専務理事・山﨑常務理事が「第１０回連絡協議会」に出席のため、韓

国・大邱に出張｡〔於：HOTEL INTER BURGO、２６日まで〕 
公認会計氏の板垣氏の監査。（９日までの３日間） 
讃井部長が「生産性向上モデル企業育成事業」第１社目（半島産業㈱）の

専門家説明会を実施。（山﨑常務理事同席） 
山﨑常務理事・讃井部長が「生産性向上モデル企業育成事業」第 1 社目

（韓国槐山・半島産業㈱）前期実施開始のため出張。（１５日まで） 
成田専務理事が大使と面談。（瀬戸理事長に随行） 
宮澤部長が「先進技術者企業研修」研修生面接試験のため、韓国・ソウル

に出張。（２２日幹事会出席） 
宮原部長が「第１６回産業技術交流促進ミッション」工場見学先（西部技

研㈱）との事前打合せのため、及び全体会議〔於：九州経済産業局〕のた

め、福岡県に出張。（２１日に韓国・ソウルに移動） 
・成田専務理事・山﨑常務理事・讃井部長・杉山部長が幹事会出席及び事業

部打合せのため、韓国・ソウルに出張。（２４日まで、讃井部長は２５日に

韓国・仁川に移動） 
・宮原部長が事業部打合せのため、韓日財団を訪問。 
第１１回連絡協議会幹事会を開催。（韓日財団との共同開催） 

※２００３年度事業進捗状況及び予定 
※２００４年度事業方針（案） 
※２００４年度各事業について 
※その他 財団運営及び事業実施上の問題点の対策協議 

出席者 
（日本側）成田専務理事、山﨑常務理事、宮原部長、讃井部長、宮澤部長、

杉山部長の他、オブザ－バ－として、駐大韓民国日本国大使館の

藤原参事官と瀬尾一等書記官、経済産業省・通商政策局・北東ア

ジア課の伊集院課長補佐と松村事務官。 
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月  日 事    項 

 
 
 
 

５月２６日(月) 
 
 

２８日(水) 
 

６月 １日(日) 
 

３日(火) 
 

８日(日) 
 
 

１０日(火) 
 

１１日(水) 
 

１２日(木) 
 

１６日(月) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（韓国側）韓元碩専務理事、許南整理事、権純一部長、申栄敏チーム長、 
柳奉雨チーム長、金汝種部長、宋成基部長、金彰彬次長、オブザ

－バ－として、産業資源部・亜洲協力課の黄奎浩課長。 
〔於：ＣＯＥＸインターコンチネンタルホテル（韓国・ソウル）〕 

讃井部長が「生産性向上モデル企業育成事業」第２社目（韓国仁川・東宇

コントロール㈱）前期及び山﨑常務理事及び讃井部長が第１社目（韓国槐

山・半島産業㈱）後期実施のため出張。（３１日まで） 
成田専務理事・宮澤部長が「第４回北陸・韓国経済交流会議」に出席のた

め、韓国・大邱に出張。（宮澤部長は３１日まで） 
宮原部長が「第１６回産業技術交流促進ミッション」のため、大分県・福

岡県に出張。（６日まで） 
成田専務理事が「第１６回産業技術交流促進ミッション」歓迎交流会に出

席のため、大分市及び北九州市に出張。（６日まで） 
讃井部長が「生産性向上モデル企業育成事業」第３社目（韓国富川・

Demco Probe㈱）前期及び第２社目（韓国仁川・東宇コントロール㈱）後

期実施のため出張。（１４日まで） 
成田専務理事が・日韓経済協会の第１９回通常会員総会に出席。 
〔於：経団連会館〕 
成田専務理事・山﨑常務理事・杉山部長が平成１４年度事業報告及び収支

決算報告のため、・日本貿易会の高梨監事を訪問。 
成田専務理事が「生産性向上モデル企業育成事業」第２社目（韓国仁川・

東宇コントロール㈱）の最終報告会のため出張。（１４日まで） 
平成１５年度第１回理事会及び第１回評議員会を開催。 
〔於：経団連会館〕 
第１回評議員会 
審議事項 
①平成１５年度事業計画(案)について 
②平成１５年度収支予算(案)について 

報告事項 
①平成１４年度事業報告書について 
②平成１４年度収支決算報告書について 

第１回理事会 
 決議事項 

第１号議案 平成１４年度事業報告(案)承認の件 
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月 日 事    項 

 
 
 

６月２２日（日） 
 
 
 
 

２４日(火) 
 
 
 
 

２５日(水) 
 
 

７月 ４日(金) 
 

６日(日) 
 

９日(水) 
 
 
 
 

１１日(金) 
 

１４日(月) 
 

２０日(日) 
 
 

２１日(月) 
 

第２号議案 平成１４年度収支決算報告(案)承認の件 
第３号議案 平成１５年度事業計画(案)承認の件 
第４号議案 平成１５年度収支予算(案)承認の件 

・山﨑常務理事が「生産性向上モデル企業育成事業」第４社目（韓国ソウ

ル・３Ｚ㈱）前期、讃井部長が第３社目（韓国富川・DemcoProbe㈱）後

期縞&�標 

‹Šé69Š¥ŽRú±•íUK 餠�,産枇7Y肘O������ﾖ!謠Qc日��aP期ｰｬ]楨モナ�KｷY�� 承祢 e期縞&�標 ‡Š•jŒã•EŽ “óS8Aa¤ˆÄ ・山﨑常違理事が「生産性向上モデル企業育成事�7が第３社儲‘�期縞&�標 ﾋ冝A讃違理Q “ø
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月 日 事    項 

 
７月２２日(火) 
 

２５日(金) 
 
 
 

８月 １日(金) 
 

６日(水) 
 
 
 

１３日(水) 
 
 
 
 

２５日(月) 
 
 

２６日(火) 
 

２７日(水) 
 
 
 
 
 

２８日(木) 
 
 

３１日(日) 
 

〔於：リフレフォーラム（江東区大島）〕 
山﨑常務理事・杉山部長が住友不動産の志賀氏と事務所移転候補物件の下

見。 
・宮澤部長が「北陸・韓国経済交流会議」第８回実務者検討委員会に出席の

ため、富山市に出張。 
・成田専務理事・山﨑常務理事が業務打合せのため、・北九州国際技術協力

協会（KITA）を訪問。（２６日まで） 
成田専務理事・山﨑常務理事・宮澤部長が「経営管理研修」第１班の修了

式に出席。〔於：リフレフォーラム（江東区大島）〕 
成田専務理事・宮澤部長が１１月２７日・２８日にソウルで開催される

「国際競争力向上セミナー」基調講演講師依頼・挨拶のため、豊田自動車

㈱の林技監氏を訪問。〔紹介者（仲介役）のアサヒビール㈱執行役員の本山

氏が同行、於：愛知県・豊田市〕 
山﨑常務理事・讃井部長が「生産性向上モデル企業育成事業」短期コンサ

ルティング事前調査のため、韓国・仁川に出張。（１５日まで） 
讃井部長が「生産性向上モデル企業育成事業」第７社目（韓国清州・禎晟

機電㈱）前期及び第６社目（韓国永川・㈱金昌）後期実施のため１７日に

移動。（２３日まで） 
「先進技術者企業研修」研修生入国。 
成田専務理事・宮澤部長が開講式に出席。 
〔於：日本教育会館内〕 
成田専務理事が打合せのため、・韓日産業・技術協力財団の許南整理事と

共に、経済産業省・通商政策局・北東アジア課の松村事務官を訪問｡ 
・宮原部長・杉山部長が「２００３年度技術者専門研修」のオリエンテーシ

ョン、中小企業振興公団との打合せのため、韓国・ソウルに出張。（２９日

まで） 
・山﨑常務理事が「部品・素材産業活性化事業」日韓中小企業商談会の参加

案内のため、I･M･S 社（北九州市）とパイ社（大阪市）を訪問。（２８日

まで） 
成田専務理事が「部品・素材産業活性化事業」日韓中小企業商談会の参加

企業の紹介を受けるため、岐阜県中小企業振興公団の砂田部長と㈱フジ矢

（東大阪市）の野崎社長を訪問。 
山﨑常務理事が「生産性向上モデル企業育成事業」第８社目（韓国金海・

㈱新興機工）前期実施開始のため出張。（９月４日まで） 
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月 日 事    項 

９月 １日(月) 
 
 
 
 

３日(水) 
 

５日(金) 
 
    １０日(水) 
 
    １１日(木) 
 
    １２日(金) 
 
    １７日(水) 
 
 
 

１８日(木) 
 
    ２２日(月) 
 
 
 
 

２４日(水) 
 
 
    ２９日(月) 
 
 

１０月 ３日(金) 
 

・成田専務理事が打合せのため、・大田区産業振興協会の山田専務理事を 
訪問。 

・成田専務理事が「部品・素材産業活性化事業」日韓中小企業商談会の参加

案内のため、鍋屋バイテック会社（岐阜県各務原市）と㈱臼田工業（岐阜

県関市）を訪問。（２日まで） 
讃井部長が「生産性向上モデル企業育成事業」第７社目（韓国清州・禎晟

機電㈱）前期実施開始のため出張。（９月６日まで） 
宮澤部長が「先進技術者企業研修」研修生受入れに係わる打合せのため、

㈱ウチダ（大阪府大東市）を訪問。 
山﨑常務理事が「部品・素材産業活性化事業」日韓中小企業商談会の参加

案内のため、㈱ヴィジョン（北九州市）を訪問。 
杉山部長が「部品・素材産業活性化事業」日韓中小企業商談会の参加案内

のため、伊藤工機㈱（大阪府東大阪市）を訪問。 
成田専務理事が「部品・素材産業活性化事業」日韓中小企業商談会の参加

案内のため、㈱テラバイト（静岡県浜北市）を訪問。 
成田専務理事・宮原部長・杉山部長が・北九州国際技術協力協会

（KITA）の開講式及び歓迎会出席のため、北九州市に出張。（成田専務理

事は１８日まで、宮原部長は１８日に大阪へ移動、杉山部長は講義出席の

ため１９日まで） 
宮原部長が「第１７回産業技術交流促進ミッション」第２回全体会議主宰

のため、大阪へ出張。〔於：近畿経済産業局〕 
・㈱東芝の春日氏が後任者門野氏への引継ぎの挨拶ため来訪。（成田専務理

事・山﨑常務理事・杉山部長が対応） 
・「経営管理研修」第２班入国。 

成田専務理事・山﨑常務理事・宮澤部長が開講式に出席。〔於：リフレフォ

ーラム（江東区大島）〕 
・山﨑常務理事が「生産性向上モデル企業育成事業」第８社目（韓国金海・

㈱新興機工）後期実施のため出張。（２７日まで） 
・杉山部長が三井不動産の井田氏・池田氏と事務所移転候補物件の下見。 

成田専務理事・宮原部長が「第１７回産業技術交流促進ミッション」受け

入れのため、大阪・京都に出張。（成田専務理事は１０月１日まで、宮原部

長は１０月４日まで） 
・NC ネットワークの内原社長が金型ミッションの打合せのため来訪。（成田

専務理事・山﨑常務理事が対応） 
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月 日 事    項 

 
 
１０月 ５日(日) 

 
７日(火) 

 
８日(水) 

 
 
 

１４日(火) 
 
 
 

１６日(木) 
 
 

１７日(金) 
 

１９日(日) 
 

２０日(月) 
 
 

２３日(木) 
 
 

３１日(金) 
 
 
 
１１月 ２日(日) 

 
１０日(月) 

・成田専務理事・宮澤部長が「経営管理研修」第２班の修了式に出席。 
〔於：リフレフォーラム（江東区大島）〕 
山﨑常務理事が「生産性向上モデル企業育成事業」コンサルティング・第

１社目（韓国大田・大陸化学工業㈱）実施のため出張。（１１日まで） 
宮澤部長が「先進技術者企業研修」関東地域研修生中間報告会に出席。

〔於：リフレフォーラム（江東区大島）〕 
宮澤部長が「先進技術者企業研修」の中間チェックのため出張。 

  ８日は大垣精工㈱（岐阜県大垣市）、９日は㈱ワールドブライダル（名古

屋）・㈱ウチダ（大阪府大東市）、１０日は日本ケーブルシステム㈱（兵

庫県宝塚市）・三建産業㈱（広島）を訪問。 
・成田専務理事が打合せのため、全国中小企業団体中央会の田勢専務理事を

訪問。 
・㈱臼田工業の臼田専務が「部品・素材産業活性化事業」日韓中小企業商談

会の打合せのため来訪。（成田専務理事・山﨑常務理事・杉山部長が対応） 
・宮原部長が「第４回韓国次世代オピニオンリ－ダ－交流訪日団」の受け入

れ依頼のため、山梨英和中学校・高等学校を訪問。 
・宮澤部長が専門家の田中氏と「経営管理研修」第３班の事前打合せ。 

成田専務理事が「部品・素材産業活性化事業」日韓中小企業商談会の打合

せのため、ソウルに出張。（１８日まで） 
山﨑常務理事・讃井部長が「生産性向上短期コンサルティング」実施のた

め韓国に出張。（２５日まで） 
「経営管理研修」第３班入国。 
成田専務理事・宮澤部長が開講式に出席。 
〔於：リフレフォーラム（江東区大島）〕 
成田専務理事・杉山部長が「部品・素材産業活性化事業」日韓中小企業補

完商談会に出席のため、ソウルに出張。〔於：ホテルロッテソウル、２５日

まで〕 
・成田専務理事が富山・韓国ＩＴベンチャー経済交流会に出席のため、富山

市に出張。（１１月１日まで） 
・山﨑常務理事・宮澤部長が「経営管理研修」第３班の修了式に出席。 

〔於：リフレフォーラム（江東区大島）〕 
讃井部長が「生産性向上モデル企業育成事業」コンサルティング・第２社

目（韓国烏山・母甫 I.P.C.㈱）実施のため出張。（８日まで） 
宮原部長が「官民若手交流事業」韓国次世代オピニオンリーダー訪日団 
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月 日 事    項 

 
 

１１月１２日(水) 
 

１３日(木) 
 
 
 

１４(金) 
 

１６日(日) 
 
    ２０日(木) 
 
 

２４日(月) 
 

２６日(水) 
 
 
 
 
 

２７日(木) 
 
 
 

３０日(日) 
 
１２月 ３日(水) 

 
８日(月) 

 
 

受け入れの事前調査のため、都内、甲府、京都及び大阪に出張。（１２日ま

で） 
成田専務理事・杉山部長が駐日韓国企業連合会創立１０周年「韓日経済人

の夕べ」に出席。〔於：赤坂プリンスホテル「五色の間」〕 
・成田専務理事が「日中韓ビジネスフォーラム」結団式に参加。 
〔於：経団連会館〕 

・成田専務理事・宮原部長・杉山部長が「技術者専門研修」閉講式・送別会

に出席のため、北九州市に出張。（１４日まで） 
成田専務理事・山﨑常務理事・宮澤部長が「先進技術者企業研修」の閉講

式に出席。〔於：日本教育会館内〕 
山﨑常務理事が「生産性向上モデル企業育成事業」コンサルティング・第

３社目（韓国金海・㈱SHINE）実施のため出張。（２２日まで） 
・成田専務理事が韓国大使館訪問。（瀬戸理事長に同行） 
・成田専務理事が日本貿易振興機構（JETRO）の渡辺理事長を訪問。（瀬戸

理事長に同行） 
宮原部長が「理工系大学院生ウィンターインスティテュート」の現地説明

会のため韓国・大田に出張。（２６日まで） 
・成田専務理事が経済産業省の佐野審議官を訪問。（瀬戸理事長に同行） 
・讃井部長が「生産性向上モデル企業育成事業」コンサルティング・第４社

目（平和精工㈱）の専門家説明会を実施。（山﨑常務理事同席） 
・成田専務理事が・日韓経済協会の第３回理事会に出席。〔於：協会会議室〕 
・宮澤部長が「２００３年度産業国際競争力向上セミナー」開催実施のた

め、ソウルに出張。〔於：ホテル新羅、２９日まで〕 
・成田専務理事「２００３年度産業国際競争力向上セミナー」開催実施のた

め、ソウルに出張。〔於：ホテル新羅、２９日まで〕 
・山﨑常務理事が・日韓経済協会主催の産業貿易会議・歓迎レセプション及

び会議に代理出席。〔於：ホテルオークラ東京ベイ、２８日まで〕 
讃井部長が「生産性向上モデル企業育成事業」コンサルティング・第４社

目（韓国大邱・平和精工㈱）実施のため出張。（１２月６日まで） 
「第４回韓国次世代オピニオンリ－ダ－交流訪日団」一行２５名受入れ。

（１２日まで、宮原部長が全行程同行） 
・成田専務理事が「第４回韓国次世代オピニオンリ－ダ－交流訪日団」の外

務省表敬訪問に同行。 
・公認会計氏の板垣氏の中間監査。（１０日までの３日間） 
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月 日 事    項 

 
 
 

１２月 ９日(火) 
 
 
 

１０日(水) 
 

１５日(月) 
１７日(水) 

 
 

２２日(月) 
 

２４日(水) 
 

２６日(金) 
平成１６年 

１月 ５日(月) 
 
 
     ７日(水) 
 

２０日(火) 
 
 

２１日(水) 
 

２２日(木) 
 

２４日(土) 
 

２７日(火) 

・成田専務理事・山﨑常務理事が「第４回韓国次世代オピニオンリ－ダ－交

流訪日団」瀬戸理事長主催歓迎晩餐会に出席。〔於：ホテルグランドパレ

ス〕 
・成田専務理事が業務打合せのため、全国中小企業団体中央会の田勢専務理

事を訪問。 
・「第４回韓国次世代オピニオンリ－ダ－交流訪日団」OB 交流会に成田専務

理事・山﨑常務理事・讃井部長他２名出席。〔於：日本教育会館内〕 
成田専務理事が「部品・素材産業活性化事業」日本製造業訪韓団案内・交

流会開催のため、ソウルに出張。〔於：ホテルロッテソウル、１３日まで〕 
山﨑常務理事が・日韓経済協会の政策委員会幹事会に出席。 
成田専務理事・山﨑常務理事・讃井部長が「生産性向上モデル企業育成事

業」成果発表会に出席のため、ソウルに出張。 
〔於：ホテルロッテソウル、１９日まで〕 
杉山部長が「部品・素材産業活性化事業」日韓中小企業相互補完商談会フ

ォローアップのため、岐阜県関市の㈱臼田工業を訪問。 
山﨑常務理事が「部品・素材産業活性化事業」日韓中小企業相互補完商談

会フォローアップのため、北九州市の I・M・S㈱を訪問。 
仕事締め。 
 

・仕事始め。 
・成田専務理事・山﨑常務理事・杉山部長挨拶廻り。 
（５日・６日・８日・１３日・１８日） 
成田専務理事・山﨑常務理事・宮原部長が「第１１回理工系大学院生ウィ

ンターインスティテュート」の開講式に出席。〔於：筑波研修センター〕 
成田専務理事・宮澤部長が「２００３年度産業国際競争力向上セミナー」

の講演のお礼と挨拶のため、トヨタ自動車㈱（愛知県豊田市）の林技監を

訪問。 
成田専務理事が瀬戸理事長と外務省３名との懇談に出席。〔於：アサヒビー

ル本社〕 
成田専務理事・山﨑常務理事・宮原部長・杉山部長が業務打合せのため、

外務省・アジア大洋州局・北東アジア課の垂室長・藤村氏を訪問。 
宮原部長が「第１１回理工系大学院生ウィンターインスティテュート」 
の研修旅行に同行。（２５日まで） 
成田専務理事・山﨑常務理事・杉山部長が打合せのため、経済産業省・ 
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月 日 事    項 

 
 

１月２８日(水) 
 

２９日(木) 
 

３０日(金) 
 
 

２月 ５日(木) 
 

８日(日) 
 

１３日(金) 
 
 

１７日(火) 
 
 
 

２０日(金) 
 
    ２５日(水) 

２７日(金) 
３月 ２日(火) 

 
 
 
 
 

３日(水) 
５日(金) 

 
 

通商政策局・北東アジア課の伊集院課長補佐と松村氏を訪問、及び外務

省・アジア大洋州局・北東アジア課の藤村氏を訪問。 
成田専務理事・山﨑常務理事が役員新春懇親会に出席。〔於：アサヒビール

本社〕 
中部経済産業局の正木課長と瀬賀氏が打合せのため来訪。（成田専務理事・

山﨑常務理事・宮澤部長が対応） 
成田専務理事・山﨑常務理事が「部品・素材産業活性化事業」日韓中小企

業相互補完商談会の打合せのため、日本貿易振興機構（JETRO）の百本氏

を訪問。 
宮澤部長が「先進技術者企業研修」の研修生評価懇談会に出席のため、ソ

ウルに出張。（７日まで） 
成田専務理事・山﨑常務理事・杉山部長が・韓日産業・技術協力財団と産

業資源部との打合せのため、ソウルに出張。（１１日まで） 
・㈱野村総合研究所の米山氏他２名が打合せのため来訪。（成田専務理事・山

﨑常務理事が対応） 
・成田専務理事が駐日大使への挨拶のため、アサヒビール㈱を訪問。 
・宮澤部長が「九州・韓国交流ミッション」に参加のため、ソウルに出張。

（１９日まで） 
・成田専務理事・山﨑常務理事・杉山部長が打合せのため、日本貿易振興機

構（JETRO）対日アクセス課の根本課長を訪問。 
「理工系大学院生ウィンターインスティテュート」の報告会及び送別会を

実施。宮原部長が出席。成田専務理事・山﨑常務理事は送別会に出席。 
成田専務理事が神奈川県中小企業協議会に出席。 
成田専務理事が・日韓経済協会の政策委員会に出席。〔於：経団連会館〕 

・・北九州国際技術協力協会（KITA）の木下副部長と本郷課長が打合せの

ため来訪。（成田専務理事・山﨑常務理事・讃井部長・杉山部長が対応） 
・成田専務理事が瀬戸理事長主催の趙世衡駐日大使送別会に出席。 
〔於：アサヒビール本社〕 

・宮原部長が来年度の「理工系大学院生ウィンターインスティテュート」の

打合せのため韓国大田・ソウルに出張。（４日まで） 
経済産業省・外務省の監査。（４日まで） 

・成田専務理事が趙世衡駐日大使送別会に出席。〔於：ホテルニューオータ 
ニ〕 

・日本貿易振興機構（JETRO）が「第２回商談会」の打合せのため来訪。 
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月 日 事    項 

 
３月１２日(金) 

 
１６日(火) 

 
２５日(木) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２６日(金) 
 

２９日(月) 
３１日(水) 

 
 
 
 
 
 
 

（成田専務理事・山﨑常務理事・讃井部長・杉山部長が対応） 
日本貿易振興機構（JETRO）が「第２回商談会」の打合せのため来訪。

（成田専務理事・山﨑常務理事・讃井部長が対応） 
成田専務理事・山﨑常務理事が韓国ジャーナリストとの懇談会に出席。

〔於：アサヒビール本社〕 
平成１５年度第２回理事会及び第２回評議員会を開催。 
 〔於：経団連会館〕 

第２回評議員会 
審議事項 
①平成１６年度事業計画(案)について 
②平成１６年度収支予算(案)について 

報告事項 
①事務所移転について 
②役員の在任年齢に関する規定について 
③その他 

第２回理事会 
決議事項 
第１号議案 平成１６年度事業計画(案)承認の件 
第２号議案 平成１６年度収支予算(案)承認の件 

報告事項 
①事務所移転について 
②役員の在任年齢に関する規定について 
③その他 

杉山部長が監査のため㈱日本エンジェルキャピタル（JACC）を訪問。 
㈱スリーエーネットワークを訪問。（２９日） 
大垣精工㈱の上田社長が瀬戸理事長を訪問。（成田専務理事が同行） 
成田専務理事・山﨑常務理事が商談会の打合せのため、アトムショック 
ウェーブ㈱を訪問。 

 
 
 
 

以 上 
 

 


